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研究成果の概要（和文）：ジオアーケオロジーの理論と手法を用いて，主に弥生時代を対象として臨海平野の詳
細な地形発達史を編み，人間活動との関連性を検討した．青森平野・小川原湖北東部・浜松平野・伊勢平野で
は，縄文海進以降の海退の過程で，とりわけ弥生時代に浜堤や砂丘の形成が進行したことが明らかになった．ま
た，それにともないバリアー・ラグーンシステムが形成され，周辺が人間活動の場として利用されていたことも
分かった．

研究成果の概要（英文）：Late Holocene geomorphic development of the alluvial lowlands in Japan were 
clarified using the theory and method for Geoarchaeology. It was formed Barrier-lagoon systems 
during Yayoi period in Aomori Plain, Hamamatsu Plain, and Ise Plain, the surrounding area was used 
as a place for human activities.

研究分野：自然地理学
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１．研究開始当初の背景 
日本列島の沖積低地を対象とした地形発
達史研究は，後氷期の海面変動とデルタの形
成に主眼が置かれてきた．こうした研究は，
シーケンス層序学の導入などによって更な
る発展を遂げるとともに，完成型に近づいて
いる．転換期を迎えるべき沖積低地研究にお
いて，今後の展開の一つとして考え得るのが，
地形発達史の時間・空間軸の高精度化である． 
既存の研究において地形発達史は 1000 年オ
ーダーで編まれてきた．地球史の一部として
沖積低地の形成を捉えた場合，その分解能は
既存研究のレベルで十分であると言えよう．
しかし，沖積低地は「人間活動の舞台」でも
あり，地形発達と人間活動（集落や生業の場
の立地・放棄）との関連性を明らかにしよう
とした場合，100年以下のオーダーで地形発
達史を編む必要がある．また，その際には海
面の微変動とともに河川の動態（堆積・侵
食・蛇行・転流）に注目する必要がある．そ
のような空間・時間的に高精度で地形発達を
解明する理論や方法論は，1990 年代から北
米を中心としたジオアーケオロジー
（Geoarchaeology）の分野で検討がなされて
きた．同分野では，河成の微地形の発達過程
に注目して，堆積物の土壌化や河川の転流と
いった現象から高精度の地形変化の理解が
進められてきた． 
これまでの日本列島の沖積低地を対象と
した自身の調査結果や既存研究のレビュー
から，地形発達は漸移的に生じるのではなく，
幾つかの画期が認められることが分かって
いる．とりわけ，弥生時代（約 2,000 cal BP 
前後）には注目すべき現象が数多く認められ
る．デルタフロントの急速な前進，浅谷の形
成，有機質土壌の発達，森林の形成と埋没，
洪水による遺跡の埋没，小海退，小海進，砂
丘におけるクロスナの発達などである．ただ
し，いずれの現象も断片的に捉えられている
にすぎず，沖積低地の地形発達史への位置づ
けが十分になされてきたとは言えない． 
また，弥生時代は沖積低地及びその周辺に
おける人間活動の痕跡が顕著に認められる
ようになる時期である．人々の沖積低地への
進出が認められる一方で，西日本では沖積低
地を見下ろす丘陵地に高地性集落が形成さ
れる．デルタの発達は，人間にとっては新た
なエクメネを得ることにつながり，そうした
観点からのフロンティア研究はわずかでは
あるが，地理学や考古学において行われてき
た．加えて，高地性集落の形成と沖積低地の
地形環境の関連性が議論された時期もあっ
た．しかし，これらは重要なテーマであるに
もかかわらず，検討があまり進んでいない． 
 
２．研究の目的 
弥生時代の沖積低地では，小海退・海進や
浅谷形成など様々な環境変化が確認されて
いる．また，この時代は沖積低地における人
間活動が活発化する時期でもある．本研究で

は日本の沖積低地研究にジオアーケオロジ
ーの理論を適用することにより，弥生時代を
対象として100年オーダーで地形発達史を編
むことを目的とする．その意図は次の 2点に
集約される．１）詳細な地形発達史の解明に
よって，地形発達と人間活動の関連性につい
ての議論の土台を構築する．２）北米先行で
行われてきたジオアーケオロジーに対して，
湿潤変動帯に位置する日本列島の高精度地
形発達史研究から得られた新知見を国外に
発信し，同分野をグローバルな学問へと昇華
させる． 
 
３．研究の方法 
 機械ボーリング，ジオスライサー，ハンド
オーガーによる地質調査を行うとともに，考
古遺跡におけるトレンチ断面の記載を行っ
た．また，得られた地質試料については，堆
積環境と堆積時期を明らかにするために，珪
藻分析，火山灰分析，炭素 14 年代測定を行
った．主な調査対象地域は，青森平野，津軽
平野，青森県小川原湖周辺，越後平野北西部，
浜松平野西部，伊勢平野中部，京都盆地東縁
部である． 
 
４．研究成果 
（１）臨海部の環境復原 
 浜松平野西部と伊勢平野中部には，複数の
浜堤と堤間湿地との組み合わせからなるタ
イプの沖積低地が広がっている．こうしたタ
イプの沖積低地は日本各地に認められ，臨海
部の僅かな高まりである浜堤には，古くから
集落などが立地してきた． 
弥生時代の集落遺跡として知られる伊場
遺跡は，浜松平野西部に発達する浜堤と堤間
湿地を巧みに利用する形で立地している．浜
松平野西部の浜堤は内陸側からⅠ～Ⅳに大
別され，伊場遺跡は浜堤Ⅱに位置する．浜堤
Ⅰ～Ⅳの形成開始時期は，それぞれ 8,000～
7,000 cal BP，7,000 cal BP頃，7,000～4,000 
cal BP，4,000 cal BP頃であるが，浜堤は成
長過程で切れたり縮小したりを繰り返して
おり，南海トラフで発生した巨大地震との関
係が示唆される． 
現在，伊場遺跡に隣接する梶子遺跡でイン
テンシブな地形・地質調査を行っており，佐
藤善輝氏（産総研）との共同研究の結果によ
ると，当地は 4,000 cal BP頃に浜堤 IIIの形
成によって閉塞され，泥質堆積物が堆積した
後，陸域化したと考えられる．また，伊場遺
跡に連続する大溝は 2200 cal BP頃と 1300 
cal BP頃の計2回形成されたことが明らかに
なっている． 
浜堤の形成については海面変動との関連
性が重要視される．浜松平野西部では縄文海
進最高頂期およびその後の海退過程で浜堤
が形成されたことが明らかになったが，それ
を伊勢湾奥に位置する伊勢平野中部（志登茂
川左岸）における浜堤列の形成過程と比較し
てみる．当地の浜堤もⅠ～Ⅳに大別され，現



成の浜堤Ⅳを除くと，それぞれ 6,000～5,700 
cal BP，3,300～2,700 cal BP，1,500～2,200 
cal BPに形成された．なお，浜堤Ⅰの形成開
始時期は 6,000 cal BP 以前に遡る可能性が
高い． 
 浜松平野西部と伊勢平野中部では，最も内
陸側に位置する浜堤が縄文海進最高頂期に
形成された点で共通性が認められる．また現
在，「弥生の小海退」は 3,000～1,500 calBP
に数メートルの規模で生じたと考えられて
おり，切れたり縮小したりを繰り返していた
浜松平野西部の浜堤列は，この間に安定化の
傾向が認められる．また，伊勢平野中部にお
いても当該期に浜堤Ⅱ・Ⅲが形成された．海
退と浜堤の形成メカニズムについては不明
な点があるが，「弥生の小海退」期に浜堤が
安定的に発達したという共通点はみられる．
ただし，2 つの平野における浜堤の発達過程
について，形成開始時期・形成完了時期，そ
れらの詳細な年代を比較するとかなり差異
があることが分かる．それには堆積場や土砂
供給量の違いが影響していると考えられる．
従来の地形発達史研究においては，共通性に
基づく類型化が行われてきたが，今後は，平
野ごとの「差異」がなぜ生じるのかという点
に注目する必要があると考える． 

図 浜堤の発達過程 
 
 また，浜堤の形成状況や時期に関しては，
青森平野北部においても調査を行った．青森
平野の臨海部には 3列の浜堤（Ⅰ～Ⅲ）が存
在するが，その形成時期については解明され
ていない．そこで，浜堤Ⅱに立地する沢田遺
跡（平安時代の遺物・遺構が検出されている）
において地質調査を実施した．詳細は今後公
表予定であるが，炭素 14年代等の結果から，
浜堤Ⅱは弥生時代に形成されたことが明ら
かになった．青森平野の浜堤列は遺跡発掘の
対象となることが少ないが，地形環境面から
は，臨海部において人々が活動する条件は整
っていたと指摘できる． 
（２）氾濫原の環境復原 
 津軽平野中部の氾濫原の地形的特徴は上
位面と下位面が存在し，上位面には全体とし
て網目状を呈する蛇行帯が発達することで
ある．上位面における地質調査の結果から，
現地表面形態を特徴づける蛇行帯群が形成
されたのは 3,900-2,000 cal BP以降，上位面
と下位面の分化は 2,000 cal BP（弥生時代中
期）以降と判断された．平野を流れる岩木川
の河床では，弥生時代における樹木の繁茂と
土砂による埋積が報告されていることから，
今後，氾濫原の分化との関連性を考察してい
く必要がある． 

一方，テクトニックな沈降域に位置する越
後平野北西部では，約 2,000年間にわたって，
沈降速度を上回るだけの河川による垂直累
重が生じていたことが明らかになった．また，
ハンドオーガーによる詳細な地質調査によ
って，河川が蛇行帯（meander belt）を形成
するとともに転流（avulsion）を繰り返しな
がら，沈降域を堆積物で充填させたことが分
かった．蛇行帯上は，過去の人々の居住空間
として利用されていた可能性があり，今後，
遺跡分布との対比を行いたい． 
（３）盆地の山麓部の環境復原 
京都盆地東縁部に形成された白川扇状地
には多くの考古遺跡が立地しており，弥生時
代以降における人間活動の痕跡が認められ
る．3遺跡の 7地点を対象として地質断面の
記載および，試料採取，各種分析を実施し，
弥生時代に生じた土石流によって形成され
たと考えられるローブ状地形の特徴を明ら
かにした．今後，ローブ状地形と弥生時代の
人々の土地利用との関係について考察を進
める予定である． 
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